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開　場 ……………………… 11 : 45

開会式、エール交換 ……… 12 : 30

対抗戦

閉会式

レセプション開始 ………… 15 : 30

レセプション終了 ………… 17 : 30

第  66  回
早慶定期戦スケジュール
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部 長 挨 拶

　今年で記念すべき 66 回目を迎える早慶ボクシング定期戦の開催、誠
におめでとうございます。
　この伝統の一戦を貴慶應義塾大学の日吉キャンパスで開催できます
事は、慶應義塾大学ボクシング部を始めとした、両大学関係者の方々
のご尽力の賜物であり、この場をお借りしまして、改めて関係者の方々
に厚く御礼申し上げます。

　1920 年（大正 9 年）に日本で初めての旧制大学として成立し、私立大学として最初に認可された
早稲田大学と慶應義塾大学。その両校のあらゆる分野での競争が近代日本を引っ張って来たといっ
ても過言ではありません。
　それ故、早慶両校の闘いは、常に特別なものであります。両校のボクシング部にとっても早慶戦
は極めて重要な一戦です。ボクシング早慶戦の歴史において、選手たちは普段以上の力を発揮して、
幾多の名勝負を生み出してきました。昨年は僅差で苦杯を喫してしまいましたが、「今年こそは」と
捲土重来を期し、激しい練習を繰り返し、選手一同雪辱に燃え、この日を迎えております。
　本日は、両校の全部員にとっても日頃の厳しい練習の成果が試される時でもあります。ボクシン
グという格闘技に情熱を傾けた早慶の若者たちが、全身全霊をかけて、競い合い、互いに切磋琢磨
するその時間と空間を共有することが出来て本当に嬉しく思っております。
　両校ボクシング部の全選手たちの健闘を衷心より祈念しております。

早稲田大学ボクシング部

部　長　片 岡 貞 治

　2022 年度ボクシング早慶戦が実現できることに心から感謝します。

ご尽力をいただいた早稲田大学ボクシング部片岡部長、岩崎監督、選

手諸君、そして、稲門拳闘倶楽部遠藤会長をはじめとする関係者の皆

様に深く御礼を申し上げます。

　2020 年春から現在も続くコロナ禍の中、2022 年２月 24 日に始まったウクライナ戦争、参議院

選挙期間中に起こった安倍元首相への銃撃、世界各地でおこる自然災害…、世界も日本も先の見え

ない暗闇に覆われています。その中でも、一人一人が輝くことが、結局は世界を救うことになるの

ではないかと私は思っています。そして、個々人が、努力し、力を磨き、それを存分に発揮するた

めには、切磋琢磨する仲間が必要です。慶應にとっては早稲田、早稲田にとっては慶應がそれに当

たります。素晴らしいライバルに恵まれたことをこの上ない幸いと思っています。

　本日は伝統ある早慶戦にご来駕くださりまことに有難うございます。両校選手諸君の健闘を期待

し願っています。

慶應義塾体育会ボクシング部

部　長　小 菅 隼 人
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会 長 挨 拶

　慶應義塾大学様はじめ関係者皆様のご尽力をいただき、今年は三年
ぶりの有観客で第 66 回早慶ボクシング定期戦が開催されますことを心
より感謝申し上げます。
　今年度の早稲田大学ボクシング部は関東大学リーグ戦 3 部４位に留
まり、2 部への昇格は叶いませんでした。しかしながら高校ボクシン

グ経験者の伊藤・川西、大学始めながらポイントゲッターとなった磯村・吉田らを筆頭に部員たち
はこの一年で大きく力を伸ばしています。またトルコで行われた大学ワールドカップで高橋が銅メ
ダルを獲得し、チームに勢いをつけてくれました。今回の早慶戦は例年以上に白熱した試合を見せ
てくれるものと思います。
　「スポーツで戦争や紛争を回避することは出来ない。しかし、同じルールを尊重し、相手を敬う世
界があることを示すことが出来る。」という言葉があります。両校選手にはこの言葉の通り正々堂々
とぶつかることを期待します。そしてご来場の皆さまには、最後まで両校選手に熱い応援を何卒よ
ろしくお願い申し上げます

　第 66 回早慶ボクシング定期戦が３年振りの有観客で開催できますこ
とに御礼申し上げます。これも偏に、両校のボクシング部関係者の皆
様と諸先輩をはじめ本日ご列席の関係各位のご支援、ご協力によるも
のでありまして、重ねて御礼申し上げます。
　今年度の関東大学ボクシングリーグ戦２部において、６校中４位の

成績を残すことができましたが、目標でありましたＡクラス入りは果たすことができませんでした。
次なる目標は、昨年に続いての早慶戦での勝利でありますので、３年振りに行いました夏の山中湖
合宿をはじめに部員達一同厳しい練習に励んでまいりました。
　両校の選手をはじめ両校のボクシング部関係者、諸先輩の皆様にとって６６回の開催となります
早慶戦は伝統ある特別な定期戦であります。「文武両道」を目指す早慶両校ならではのそれぞれ悔い
のない、素晴らしい戦いを期待します。
　伝統の一戦に相応しい、両校選手諸君の健闘を祈念しますとともに、ご来場の皆様に両校選手へ
のご声援をお願い申し上げましてご挨拶といたします。

早稲田大学稲門拳闘倶楽部

会　長　遠 藤 寛 治

慶應義塾ボクシング三田会

会　長　田 口 隆 男
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監 督 挨 拶

　平素は格別のご高配を頂き、厚く御礼申し上げます。

　本日、第６６回早慶ボクシング定期戦が開催できることを嬉しく思

います。開催にご尽力いただきました関係者の皆様に感謝申し上げます。

学生の頃、無礼だった私に対して、大倉時彦慶應義塾ボクシング三田

会副会長、佐藤友治総監督から温かいご指導をいただいております。柳澤典先輩からは社会人とし

て多くを学ばせていただいております。渡邉慎介さんと全日本選手権をかけて戦い、太田悠介さん

に早慶戦で苦い思いをさせられ、慶大ボクシング部にまつわる思い出は数え切れません。

　昨年まで早慶戦６連敗と、ワースト記録を更新中です。今年こそ、早慶戦の連敗を断ち切り、早

稲田の連勝スタートの狼煙を上げる年となるでしょう。

早稲田大学ボクシング部

監　督　岩 崎  仁

　本日、第 66 回早慶ボクシング定期戦が有観客にて開催できることを
嬉しく思います。
　開催にあたってご尽力いただきました関係者の皆様に心より厚く御
礼申し上げます。
　小学生の頃より、当時ボクシング部監督だった父から「ソウケイセン」

という単語を聞いて育ちました。高校時代には、山田徳史先輩と谷弘樹先輩の激闘に感動し、大学
生になったらこの舞台に立ちたいと強く思いました。早慶戦にまつわる思い出は数え切れず、一学
年後輩の大久保賢児さんとは今でもボクシングを語り合う親友です。学生時代とは立場を変えて早
慶戦のリングに立てることを嬉しく、また誇りに思います。
　今年度リーグ戦では 2 部 4 位という結果に終わりました。クレバーな李主将、熱いハートの安部
副将、覇気満々な大矢副将、部員から全幅の信頼をされている高橋主務を中心に、学生が主体的に
考えて勝つチームづくりをしてきました。三田会の皆様のサポートで、フィジカルトレーナーや管
理栄養士もチームに加わり、今まで以上に論理的なトレーニング、コンディショニングが可能にな
りました。昨年より成長したチームで、今年も全力で早稲田大学に挑戦します。皆様の応援、何卒
よろしくお願いいたします。

慶應義塾体育会ボクシング部

監　督　大 倉 紘 平
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主 将 挨 拶

　第 66 回早慶ボクシング定期戦の開催にあたり、ご尽力いただきま

した沢山の関係者の皆様に心より御礼申し上げます。

　今年度早稲田ボクシング部はトーナメント戦 4 位という、2 部復帰

の目標からは程遠い不甲斐ない結果に終わりました。

　トーナメント戦終了後は部員一同気を引き締め、本日の早慶定期戦に向けて日々の練習に取り組

んできました。今年度はコロナ禍における制限が緩和され、去年や一昨年に比べて合宿や試合をよ

り多く経験でき、上級生と下級生がともに支え合いながら密度の濃い時間を過ごしています。

　慶應大学ボクシング部は、2 部リーグに所属しており格上ですが、私たち早稲田大学ボクシング部

には長い伝統と誇りがあります。本日は、日々の積み重ねてきた努力を信じ、チーム一丸となって

勝利を成し遂げます。

　本日は、リングで戦う選手、リング外で支えてくれる部員、早稲田を背負う全員に熱いご声援の

ほどよろしくお願いいたします。

早稲田大学ボクシング部

主　将　磯 村 時 将

　この度は第 66 回ボクシング早慶戦にお越し頂き誠にありがとうござ

います。はじめに、本早慶戦の開催に当たり、ご尽力くださった両校

OB の方々をはじめたくさんの関係者の方に感謝いたします。

　今年度、本塾は関東ボクシングリーグ２部４位という結果に終わっ

てしまいましたが、１０月に２年ぶりに開催された関西学院大学定期戦では、４－３の接戦をもの

にし勝利することができました。これは部員の頑張りはもちろんですが、試合のたびに足を運んで

声援してくださる OBOG をはじめとした方々のおかげだと思っております。

　今年は、本塾ボクシング部では史上初となる７連覇がかかっております。新しい歴史を作るため、

部員一同日々厳しい練習に耐え抜いてきました。また、自陣である慶應開催に加え、２０１９年ぶ

りの有観客試合ということもあり、部員一同大変気合が入っております。

　早慶戦７連覇という快挙を成し遂げるため、本塾ボクシング部に熱いご声援を頂ければ幸甚です。

慶應義塾体育会ボクシング部

主　将　李  烘 在



8

戦　績
回 年月日 勝負 スコア 場　　　所

1 昭 4．10．16 慶−早   4 − 3.5 大 隈 会 館

2 　 6．  5．14 引  分 4 − 4 〃

3 　 6．10．28 引  分 4.5 − 4.5 日 比 谷 公 会 堂

4 　 7．  9．25 早−慶 8 − 1 〃

5 　 9． 早−慶 5 − 4 〃

6    10． 早−慶 5 − 4 〃

7    11． 早−慶 5 − 4 〃

8    12． 早−慶 5 − 4 〃

9    13．  7．30 引  分 4 − 4 西 宮 球 場

10    13．11． 引  分 4.5 − 4.5 日 比 谷 公 会 堂

11    15．10．  7 早−慶 8 − 2 〃

12    16．11．  7 慶−早 6 − 4 〃

13    17． 早−慶 9 − 1 〃

14    31．  4．21 早−慶 5 − 4 山 野 学 苑 講 堂

15    32．  4．27 早−慶 5 − 2 品 川 公 会 堂

16    33．11．15 早−慶 4 − 3 後 楽 園 ジ ム

17    34．11．29 早−慶 6 − 1 〃

18    35．12．  3 慶−早 4 − 3 〃

19    44．12．21 慶−早 5 − 2 岸 記 念 体 育 館

20    45．11．14 早−慶 5 − 2 〃

21    46．11．13 早−慶 6 − 1 〃

22    48．  1．14 早−慶 4 − 3 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

23    48．11．17 早−慶 5 − 2 早 稲 田 大 学 記 念 会 堂

24    49．11．  2 早−慶 5 − 4 後 楽 園 ホ ー ル

25    50．11．  8 早−慶 4 − 3 〃

26    52．11．20 早−慶 6 − 1 岸 記 念 体 育 館

27    53．11．18 早−慶 6 − 1 早 稲 田 大 学 記 念 会 堂

28    54．11．24 慶−早 4 − 3 岸 記 念 体 育 館

29    56．11．21 早−慶 4 − 3 早 稲 田 大 学 新 体 育 館

30    57．11．23 慶−早 6 − 1 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

31    58．11．27 早−慶 4 − 3 〃

32    59．12．  8 早−慶 5 − 2 早 稲 田 大 学 記 念 会 堂

33    60．12．  7 慶−早 7 − 0 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

34    61．11．  2 早−慶 4 − 3 後 楽 園 ホ ー ル

35    62．12．11 慶−早 4 − 3 〃

36    63．12．25 早−慶 5 − 2 〃

37 平元．12．  8 早−慶 5 − 4 〃

38 　 2．10．27 慶−早 4 − 3 〃

39 　 3．  6．22 早−慶 5 − 2 〃

40 　 4．  6．28 早−慶 6 − 3 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

回 年月日 勝負 スコア 場　　　所

41 　 9．12．  7 早−慶 4 − 3 〃

42    10．12．  5 早−慶 5 − 4 早 稲 田 大 学 体 育 館

43    11．12．  4 早−慶 5 − 4 〃

44    12．12．10 早−慶 5 − 4 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

45    13．12．  1 慶−早 8 − 1 早 稲 田 大 学 体 育 館

46    14．12．  1 慶−早 4 − 3 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

47    15．11．29 早−慶 5 − 2 早 稲 田 大 学 体 育 館

48    16．12．  5 慶−早 5 − 2 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

49    17．12．  3 早−慶 5 − 4 早 稲 田 大 学 体 育 館

50    18．12．  3 慶−早 4 − 3 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

51    19．10．20 慶−早 8 − 1 早稲田大学小野記念講堂

52    20．11．29 慶−早 5 − 4 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

53    21．12．  5 早−慶 6 − 3 早 稲 田 大 学 体 育 館

54    22．12．  4 早−慶 6 − 3 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

55    23．12．17 早−慶 5 − 2 早 稲 田 大 学 体 育 館

56    24．12．  8 早−慶 4 − 3 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

57    25．12．  8 慶−早 4 − 3 早 稲 田 大 学 記 念 会 堂

58    26．12．  6 慶−早 4 − 3 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

59    27．12．  6 早−慶 4 − 3 早 稲 田 大 学 体 育 館

60    28．12．  3 慶−早 4 − 3 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

61    29．12．  2 慶−早 ５−２ 早 稲 田 大 学 体 育 館

62    30．12．  1 慶−早 7 − 0 慶 應 義 塾 蝮 谷 体 育 館

63 令 1．12．  8 慶−早 6 − 1 早 稲 田 大 学 体 育 館

64 　 2．12．  5 慶−早 6 − 1 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

65 　 3．12．  4 慶−早 ５−２ 早 稲 田 大 学 体 育 館
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の
名
を
ば
た
た
え
ん

早
稲
田　

く　
く　
く　
く　
く　
く

　
　

慶
應
義
塾
塾
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
田
正
文　

詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
時　

潔　

曲

一
、　  

見
よ

風
に
鳴
る
わ
が
旗
を

新
潮
寄
す
る
あ
か
つ
き
の

嵐
の
中
に
は
た
め
き
て

文
化
の
護
り
た
か
ら
か
に

貫
き
樹
て
し
誇
り
あ
り

樹
て
ん
か
な　

こ
の
旗
を

強
く
雄
々
し
く
樹
て
ん
か
な

あ
ヽ
わ
が
義
塾

慶
應　

慶
應　

慶
應

二
、　  

往
け

涯
な
き
こ
の
道
を

究
め
て
い
よ
ヽ
遠
く
と
も

わ
が
手
に
執
れ
る
炬
火
は

叡
智
の
光
あ
き
ら
か
に

ゆ
く
て
正
し
く
照
ら
す
な
り

往
か
ん
か
な　

こ
の
道
を

遠
く
遙
け
く
往
か
ん
か
な

あ
ヽ
わ
が
義
塾

慶
應　

慶
應　

慶
應

三
、　  

起
て

日
は
め
ぐ
る
丘
の
上

春
秋
ふ
か
め
揺
ぎ
な
き

学
び
の
城
を
承
け
嗣
ぎ
て

執
る
筆
か
ざ
す
わ
が
額
の

徽
章
の
誉
世
に
布
か
ん

生
き
ん
か
な　

こ
の
丘
に

高
く
新
た
に
生
き
ん
か
な

あ
ヽ
わ
が
義
塾

慶
應　

慶
應　

慶
應
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早 稲 田 大 学 部 員 紹 介

主将 F 級　4 年
磯村 時将

RSC 勝利します！

W 級　3 年
宮田 万輝

トリを飾ります

副将 L 級　４年
吉田 知暉

絶対勝ちます！

マネージャー　４年
山﨑 楓果

みんなで一緒に
VIVAWASEDA ♡

M 級　2 年
カラニ ボニン
楽しみましょう！

LW 級　２年
川西　響

ばりがんばるばい

副将 B 級　３年
伊藤　礼

今年こそ絶対に
勝ちます！

0
1
2
3
4
5
パンチ⼒

⾁体美

優しさ⾯⽩さ

頼れる
主将

磯村時将

0
1
2
3
4
5
パンチ⼒

⾁体美

優しさ⾯⽩さ

えりあし

伊藤礼

0
1
2
3
4
5
パンチ⼒

⾁体美

優しさ⾯⽩さ

むくみ度

森嶋春輝

0

1

2

3

4

5
パンチ⼒

⾁体美

優しさ⾯⽩さ

モテ度

吉⽥知暉

0
1
2
3
4
5
パンチ⼒

⾁体美

優しさ⾯⽩さ

練習に
来る度

宮⽥万輝

0
1
2
3
4
5
パンチ⼒

⾁体美

優しさ⾯⽩さ

⽇本語⼒

カラニボニン

0
1
2
3
4
5
慈悲深さ

声量

優しさ⾯⽩さ

部への
貢献度

⼭﨑楓果

0
1
2
3
4
5
パンチ⼒

⾁体美

優しさ⾯⽩さ

飲酒量

川⻄響

0
1
2
3
4
5
慈悲深さ

声量

優しさ⾯⽩さ

⼈格者

⾼橋美波

P 級　2 年
森嶋 春輝

部全体の力で慶應
に勝ちます

L 級　１年
鍜治 将大

やってきたことを出し
きる！そして勝つ！

0
1
2
3
4
5
慈悲深さ

声量

優しさ⾯⽩さ

モップ

岡⽥桐⼦

0

1

2

3

4

5
パンチ⼒

⾁体美

優しさ⾯⽩さ

チャリ
漕ぐ速さ

鍜治将⼤

0

1

2

3

4

5
パンチ⼒

⾁体美

優しさ⾯⽩さ

⽩すぎ度

後藤誉雄

F 級　１年
後藤 誉雄

強気で頑張ります！

マネージャー　2 年
岡田 桐子

＠ wasedaboxing
フォローしてください♡

LW 級　2 年
高橋 美波

勝利をフライング
ゲット
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階級 役職 学年
氏名

意 気 込 み

部 員 紹 介

LF 級　1 年
石川 斉佳

精一杯応援します

0
1
2
3
4
5
パンチ⼒

⾁体美

優しさ⾯⽩さ

中華料理
のうまさ

マモクシュウ

0

1

2

3

4

5
慈悲深さ

声量

優しさ面白さ

ファミマ
フラッペ愛

石川斉佳

L 級　1 年
マ モクシュウ
連敗を止められる
ように頑張ります



12

慶應義塾大学部員紹介

B 級　4 年
鈴木  豪

押忍

LW 級　4 年
松村 和弥

4 年間有難う
ございました

主将 L 級　３年
李 烘在

必勝

副将 B 級　3 年
安部 飛雄馬

記念館で成長した
自分見せます

副将 L 級　３年
大矢 晋太郎

格の違いを
見せつけます

W 級　３年
石井 百迅

伝統の一戦で 7 連覇に貢
献できるように頑張ります

主務　３年
高橋 加帆

7 連覇を見せてくれ！

0
1
2
3
4
5
パンチ力

センス

酒の強さ自己愛

女

李烘在

0
1
2
3
4
5
酒好き

カリスマ

先輩力権力

生命力

松村 和弥

0
1
2
3
4
5
パンチ力

肉体美

優しさ面白さ

家好き度

安部飛雄馬

0
1
2
3
4
5
漢気

ノリ

ユーモア髪型

タフさ

大矢 晋太郎

0
1
2
3
4
5
信頼度

スピード

身長優しさ

ほろ酔い

高橋加帆

0
1
2
3
4
5
パンチ力

兄弟愛

優しさ面白さ

父親度

石井 百迅

LF 級　３年
米田 大介

誰よりも声を出す

0
1
2
3
4
5
ストイック

食い意地

イケメン
飲酒時の

饒舌さ

社交性

米田 大介

W 級　3 年
中村 空南

絶対に下がらない

0
1
2
3
4
5
パンチ力

肉体美

優しさ面白さ

恋愛脳

中村 空南

W 級　２年
五十嵐 海斗
応援してます

B 級　２年
有富 大晃
頑張ります

トレーナー　3 年
大中 勇輝

全員勝たせます

0
1
2
3
4
5

トレーナー力

面倒見

彼女格闘技愛

親孝行

大中 勇輝

0
1
2
3
4
5
パンチ力

肉体美

優しさ面白さ

六本木

有富大晃

0
1
2
3
4
5

ボクシング愛

後輩から

慕われ度

先輩への

リスペクト
ユーモア

距離感

五十嵐海斗

0
1
2
3
4
5
彼女

頭の良さ

コミュ力
ボクシ

ング愛

接近戦

鈴木 豪
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F 級　1 年
山崎 博雄
圧倒します

W 級　1 年
山岸 優希

精一杯応援頑張り
ます！

M 級　高 1 年
土井 誠武

自分も早慶戦に出れ
るように頑張ります。

L 級　高２年
佐藤 桂吾

自分も早慶戦に出れ
るように頑張ります。

マネージャー　1 年
谷  美薫

精一杯応援します

0
1
2
3
4
5
パンチ力

肉体美

優しさ面白さ

真面目

山岸 優希

0
1
2
3
4
5
星也度

肉体美

坊主度
人として

の面白さ

野性度

山﨑 博雄

0
1
2
3
4
5
慈悲深さ

声量

優しさ面白さ

きゅる

るん度

谷 美薫

0
1
2
3
4
5
パンチ力

持久力

マスの

優しさ
円周率

引越し

回数

佐藤桂吾

0
1
2
3
4
5
パンチ力

走力

貫禄成績

男らしさ

土井誠武

マネージャー　２年
石川 結梨

全力応援

トレーナー　２年
竹ノ内 尊行

心を込めて頑張り
ます

0
1
2
3
4
5

ボクシングIQ

指導力

人を見る

目
芸人度

実は変態

竹ノ内 尊行

0
1
2
3
4
5
慈悲深さ

声量

優しさ面白さ

復縁

石川 結梨

副務　２年
藤井 双葉

楽しみです！

0
1
2
3
4
5
慈悲深さ

声量

優しさ面白さ

ノリ

藤井 双葉

L 級　１年
高橋 星也
支援します

0
1
2
3
4
5
パンチ力

ユーモア

先輩への

リスペクト
イケメン

声量

高橋 星也

F 級　１年
久恒 祐登

誰よりも大きな声で
タイムを読みます

0
1
2
3
4
5
パンチ力

肉体美

優しさ面白さ

お金

久恒 祐登

L 級　１年
森  洋介

応援頑張ります

W 級　１年
法木 正紀

頑張ります！

0
1
2
3
4
5
左目

パンチ力

肉体美優しさ

面白さ

法木正紀

0
1
2
3
4
5
パンチ力

肉体美

優しさ面白さ

イケメン

森 洋介
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早
慶
戦
で
は
早
稲
田
の
主
将
に
勝
っ
て
い

て
、
２
年
生
の
時
は
伊
藤
礼
く
ん
に
Ｒ
Ｓ
Ｃ

負
け
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
３
年
目
で
ど
ん

な
活
躍
を
し
て
く
れ
る
の
か
個
人
的
に
気
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
伊
藤
礼
く
ん
と

の
再
戦
を
見
た
い
な
と
個
人
的
に
は
思
っ
て

い
ま
す
。

磯
村
：
見
た
い
で
す
ね
。

―
―
主
将
に
な
っ
て
自
分
の
意
識
や
行
動
で

変
化
し
た
こ
と

李
：
今
ま
で
は
下
級
生
と
し
て
が
む
し
ゃ
ら

に
練
習
を
頑
張
れ
ば
い
い
と
い
う
感
じ
で
し

た
。
そ
れ
が
、
主
将
と
い
う
立
場
に
な
っ
て

部
全
体
を
広
い
目
で
見
渡
さ
な
い
と
い
け
な

く
な
っ
て
大
変
さ
を
感
じ
ま
す
。
で
も
、勝
っ

た
時
に
そ
の
分
喜
び
も
増
す
と
今
は
思
っ
て

い
ま
す
。

磯
村
：
主
将
と
い
う
肩
書
き
だ
け
で
新
入
生

は
注
目
し
た
り
す
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
分

自
分
が
主
将
と
し
て
魅
せ
な
い
と
い
け
な
い

と
日
々
思
い
ま
す
し
、
周
り
か
ら
の
見
ら
れ

方
が
変
化
し
て
い
る
と
い
う
の
は
こ
こ
１
年

で
か
な
り
感
じ
て
い
ま
す
。

―
―
部
活
動
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て

い
る
こ
と

磯
村
：
部
活
動
と
い
う
か
ボ
ク
シ
ン
グ
の
試

合
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
の
は

減
量
後
の
食
事
で
す
。
減
量
は
経
験
し
て
い

る
人
な
ら
わ
か
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
あ

ま
り
好
き
な
も
の
が
食
べ
ら
れ
な
い
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
そ
の
分
減
量
が
終
わ
っ
て
さ
ら

に
試
合
も
勝
て
る
と
そ
の
後
の
食
事
が
美
味

し
い
の
で
、
試
合
は
そ
れ
を
楽
し
み
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

李
：
何
を
食
べ
る
と
か
あ
り
ま
す
か
？

磯
村
：
試
合
後
で
す
か
？
そ
の
時
々
で
変
わ

り
ま
す
け
ど
、
ジ
ャ
ン
ク
系
で
す
ね
、
絶
対
。

李
：
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
と
か
？

磯
村
：
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
大
好
き
で
す
ね
。

ラ
ー
メ
ン
も
大
好
き
で
す
し
、
焼
肉
も
美
味

し
い
で
す
ね
。

李
：
も
う
爆
発
し
ち
ゃ
い
ま
す
？

磯
村
；
爆
発
し
て
ま
す
（
笑
）。

李
：
何
キ
ロ
ま
で
い
き
ま
し
た
？

磯
村
：
こ
の
間
オ
ー
プ
ン
戦
に
出
た
ん
で
す

け
ど
、
１
週
間
後
に
＋
７
キ
ロ
増
え
ま
し
た
。

李
：
お
ー
、
な
か
な
か
で
す
ね
（
笑
）。

磯
村
：
多
分
水
分
と
浮
腫
み
だ
と
信
じ
て
ま

す
。
き
っ
と
落
ち
る
と
思
い
ま
す
。

李
：
そ
う
で
す
よ
ね
、
す
ぐ
落
ち
ま
す
よ
ね
。

磯
村
：
じ
ゃ
な
い
と
困
り
ま
す
（
笑
）。

李
：
自
分
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
１
個
は

ス
パ
ー
リ
ン
グ
の
動
画
と
か
見
返
し
て
上
手

く
で
き
た
と
こ
ろ
を
見
て
「
こ
こ
よ
く
で
き

た
な
」
と
思
う
こ
と
で
す
。
あ
と
は
試
合
で

勝
っ
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
り
、
試
合

に
勝
つ
自
分
の
姿
を
想
像
し
た
り
し
て
練
習

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
い
ま
す
。

―
―
ボ
ク
シ
ン
グ
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た

と
思
う
こ
と

磯
村
：
初
対
面
の
人
と
の
話
題
に
困
っ
た
時

に
「
実
は
自
分
ボ
ク
シ
ン
グ
や
っ
て
る
ん
で

す
」
っ
て
言
う
と
そ
こ
か
ら
会
話
が
続
い
た

り
と
か
で
す
か
ね
。
や
っ
て
い
る
人
が
少
な

い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
し
話
題
作
り
に
は
困
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。

李
：
結
構
食
い
つ
い
て
く
れ
ま
す
よ
ね
。

め
っ
ち
ゃ
わ
か
り
ま
す
。
や
っ
て
い
て
よ

か
っ
た
こ
と
は
ボ
ク
シ
ン
グ
と
い
う
競
技
に

は
ま
れ
た
こ
と
で
す
。
ボ
ク
シ
ン
グ
は
奥
が

深
い
の
で
、
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
面
白
い
な
と
。

そ
の
面
白
さ
は
や
ら
な
か
っ
た
ら
わ
か
ら
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
て
よ
か
っ

た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
ボ
ク
シ
ン
グ
を
し
て
い
て
一
番
辛
か
っ

た
こ
と

李
：
減
量
で
す
。

磯
村
：
減
量
で
す
。

二
人
：
（
笑
）

磯
村
：
減
量
が
一
番
辛
い
で
す
。

―
―
今
年
度
の
早
慶
戦
に
か
け
る
思
い

磯
村
：
自
分
は
４
年
生
、
ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
、

さ
ら
に
主
将
で
す
し
、
自
分
が
１
年
生
の
時

か
ら
早
慶
戦
見
て
い
て
何
年
か
出
場
し
て
い

ま
す
け
ど
、
ど
の
早
慶
戦
も
全
体
で
は
負
け

と
い
う
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
る
の
で
今
年

は
絶
対
に
勝
ち
越
し
て
連
敗
を
止
め
た
代
と

し
て
卒
業
し
た
い
で
す
。

李
：
早
稲
田
さ
ん
の
早
慶
戦
連
覇
記
録
が
多

分
８
連
覇
が
最
高
っ
て
伺
っ
て
い
る
の
で
、

今
年
僕
ら
が
７
連
覇
を
達
成
し
て
、
来
年
８

連
覇
を
達
成
す
る
た
め
に
今
年
し
っ
か
り
７

連
覇
し
て
来
年
に
繋
げ
ら
れ
た
ら
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
自
分
た
ち
の
目
標
の

２
部
優
勝
に
向
け
て
早
慶
戦
勝
利
し
て
チ
ー

ム
に
勢
い
を
つ
け
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
絶
対
勝
ち
ま
す
！

―
―
早
慶
戦
へ
の
意
気
込
み

磯
村
：
さ
っ
き
慶
應
の
監
督
に
平
凡
な
こ
と

言
う
な
よ
っ
て
釘
刺
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す

よ
（
笑
）。

李
：
（
笑
）

李
：
チ
ー
ム
と
し
て
は
７
連
覇
達
成
、
個
人

と
し
て
は
最
優
秀
選
手
賞
を
い
た
だ
き
ま

す
！

磯
村
：
個
人
と
し
て
は
Ｒ
Ｓ
Ｃ
勝
利
、
チ
ー

ム
と
し
て
は
連
敗
を
止
め
て
連
覇
を
ス
タ
ー

ト
す
る
代
に
し
ま
す
！

―
―
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！
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【
ボ
ク
シ
ン
グ
】
早
慶
戦
前
企
画
①

主
将
対
談
―
―
李
烘
在
（
法
３
・
慶
應
）

×
磯
村
時
将
（
４
年
）

第
66
回
早
慶
ボ
ク
シ
ン
グ
定
期
戦
が
１
２
月

３
日（
土
）に
開
催
さ
れ
る
。
チ
ー
ム
を
引
っ

張
る
慶
大
主
将
・
李
烘
在
（
法
３
・
慶
應
）

と
早
大
主
将
・
磯
村
時
将
（
４
年
）
に
お
互

い
の
部
の
印
象
や
３
年
ぶ
り
の
有
観
客
開
催

と
な
る
今
回
の
早
慶
戦
へ
の
意
気
込
み
な
ど

を
伺
っ
た
。

―
―
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

李
：
慶
應
義
塾
大
学
３
年
の
主
将
を
務
め
て

い
る
李
烘
在
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！

磯
村
：
早
稲
田
大
学
で
主
将
を
務
め
て
い
る

４
年
の
磯
村
時
将
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！

―
―
今
ま
で
に
交
流
や
面
識
は
あ
り
ま
す

か
？

李
：
交
流
と
い
う
か
、
や
っ
ぱ
り
試
合
で
す

か
ね
。
去
年
の
試
合
で
階
級
は
違
い
ま
す
け

ど
磯
村
さ
ん
は
す
ご
く
活
躍
さ
れ
て
い
る
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

磯
村
：
逆
に
言
う
と
去
年
の
早
慶
戦
く
ら
い

し
か
交
流
と
か
面
識
は
な
く
て
、
そ
れ
よ
り

前
だ
と
あ
ん
ま
り
。

李
：
僕
は
１
年
生
の
時
に
磯
村
さ
ん
が
早
慶

戦
に
出
て
い
る
の
を
リ
ン
グ
下
で
応
援
と
し

て
見
て
い
た
く
ら
い
で
す
。

磯
村
：
そ
う
で
す
ね
。
お
互
い
が
認
識
し

あ
っ
た
の
が
去
年
の
早
慶
戦
。

李
：
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
が
最
初
だ
と
。

―
―
お
互
い
の
印
象

磯
村
：
試
合
を
見
て
い
て
、
熱
い
試
合
を

す
る
人
だ
な
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

勝
っ
た
ら
慶
應
が
盛
り
上
が
る
し
、
戦
っ
て

い
る
姿
で
慶
應
を
鼓
舞
し
て
い
る
か
っ
こ
い

い
主
将
だ
な
と
見
て
思
っ
て
い
ま
し
た
。

李
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
笑
）。
そ

れ
は
や
っ
ぱ
り
早
慶
戦
と
か
で
す
か
？

磯
村
：
早
慶
戦
の
一
番
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で

す
け
ど
、
リ
ー
グ
戦
も
動
画
越
し
で
見
ま
し

た
よ
。「
か
っ
こ
い
い
な
、
慶
應
盛
り
上
げ

て
い
る
な
」
と
見
て
い
て
思
っ
て
い
ま
し
た
。

李
：
僕
の
イ
メ
ー
ジ
だ
と
、
大
学
初
め
で
す

よ
ね
？

磯
村
：
そ
う
で
す
。

李
：
伸
び
が
半
端
な
い
な
と
。（
自
分
が
）

１
年
生
の
早
慶
戦
で
見
た
時
よ
り
も
去
年
と

か
今
の
方
が
強
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ア
ウ
ト
ボ
ク
サ
ー
で
結
構
ク
ー
ル
な
感

じ
か
な
と
思
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
、
去
年
の

早
慶
戦
で
は
ガ
ツ
ガ
ツ
い
っ
て
熱
い
試
合
も

し
て
い
て
万
能
な
選
手
だ
な
と
い
う
印
象
で

す
。

磯
村
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

―
―
今
年
度
の
チ
ー
ム
の
特
徴

磯
村
：
今
年
度
、
早
稲
田
は
去
年
や
２
年
前

に
比
べ
て
経
験
が
多
い
選
手
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
女
子
の
選
手
も
そ
う
で
す
し
、
男
子

の
選
手
も
そ
う
で
す
。
特
に
女
子
の
選
手
で

高
校
時
代
に
全
国
優
勝
し
て
こ
の
間
も
ト
ル

コ
に
国
際
試
合
を
や
り
に
行
っ
た
、
世
界
レ

ベ
ル
で
活
躍
し
て
い
る
選
手
が
身
近
に
増
え

ま
し
た
。
男
子
選
手
も
全
国
の
舞
台
に
近
い

選
手
が
増
え
て
き
て
、
全
国
・
世
界
レ
ベ
ル

の
選
手
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
で
み
ん
な
も

刺
激
を
受
け
て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
る
な

と
思
い
ま
す
。

李
：
今
年
の
慶
應
は
３
年
生
の
勢
い
が
あ
る

チ
ー
ム
、
全
学
年
満
遍
な
く
良
い
と
こ
ろ
が

あ
る
チ
ー
ム
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
１
年

生
は
元
気
が
す
ご
く
あ
っ
て
、
い
つ
も
１
年

生
の
元
気
に
す
ご
く
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
年
生
も
今
回
の
リ
ー
グ
戦
に
出
場
し
て
良

い
試
合
を
し
て
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
選
手
も

多
い
で
す
。
リ
ー
グ
戦
で
７
人
の
う
ち
５
人

が
３
年
生
だ
っ
た
の
で
そ
の
学
年
が
最
高
学

年
に
な
っ
て
今
一
番
勢
い
の
あ
る
チ
ー
ム
な

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
個
人
的
に
思
っ
て
い
ま

す
。

―
―
相
手
校
の
ボ
ク
シ
ン
グ
部
の
イ
メ
ー
ジ

磯
村
：
や
っ
ぱ
り
慶
應
さ
ん
は
リ
ー
グ
戦
２

部
で
試
合
さ
れ
て
ま
す
し
、
慶
應
義
塾
高
校

と
い
う
附
属
校
に
ボ
ク
シ
ン
グ
部
が
あ
っ
て

経
験
豊
富
な
選
手
が
多
い
で
す
よ
ね
。
早
慶

戦
も
悔
し
い
で
す
け
ど
負
け
っ
ぱ
な
し
な
の

で
（
早
稲
田
は
）
慶
應
に
遅
れ
を
と
っ
て
い

る
な
、
慶
應
の
方
が
少
し
上
だ
な
と
思
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、

試
合
を
や
れ
ば
自
分
た
ち
も
勝
て
る
と
思
っ

て
い
る
の
で
胸
を
借
り
て
次
の
早
慶
戦
で
は

勝
ち
に
い
き
た
い
で
す
。

李
：
僕
の
イ
メ
ー
ジ
だ
と
、
さ
っ
き
お

し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
に
何
人
か
の
経
験
者
が

い
て
、
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
大
学
初
め
の
選
手

も
す
ご
く
伸
び
て
い
る
な
と
思
い
ま
す
。
あ

と
は
、
い
ろ
い
ろ
大
学
と
の
交
流
も
あ
る
の

で
そ
こ
で
相
乗
効
果
で
み
ん
な
強
く
な
っ
て

い
て
、
６
連
覇
中
と
は
い
え
油
断
で
き
な
い

大
学
だ
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。

―
―
今
年
の
チ
ー
ム
の
注
目
選
手
は
？

磯
村
：
注
目
し
て
い
る
選
手
は
今
年
も
伊
藤

礼
（
３
年
）
で
す
。
彼
は
今
３
年
生
な
ん
で

す
け
ど
、
１
年
生
か
ら
早
慶
戦
で
勝
ち
続
け

て
い
ま
す
し
、
１
、２
年
生
ど
ち
ら
の
試
合

も
Ｒ
Ｓ
Ｃ
で
勝
っ
て
い
て
早
慶
戦
で
持
っ
て

い
る
男
だ
と
思
う
の
で
、
今
年
の
早
慶
戦
も

伊
藤
礼
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

李
：
僕
は
安
部
飛
雄
馬
（
環
３
・
慶
應
）
に

注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
１
年
生
の
時
の
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―
―
主
務
に
な
っ
て
意
識
や
行
動
で
変
わ
っ

た
こ
と

高
橋
：
上
の
方
と
の
連
絡
頻
度
で
す
ね
。
監

督
と
も
す
ご
く
連
絡
取
る
し
、
電
話
が
き
た

ら
絶
対
に
取
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
ず
っ
と
ス
マ
ホ
を
確
認
し
ち
ゃ
う

感
じ
が
あ
り
ま
す
。

山
﨑
：
す
ご
く
わ
か
る
！

高
橋
：
そ
れ
が
一
番
変
わ
っ
た
こ
と
で
す

ね
。

山
﨑
：
主
務
に
な
っ
て
か
ら
は
甘
え
な
く

な
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
自
分
が1

番
上
だ

か
ら
甘
え
ら
れ
な
い
、
誰
か
に
頼
る
の
で
は

な
く
て
「
自
分
が
頑
張
ら
な
い
と
！
」
と
い

う
思
い
は
す
ご
く
あ
り
ま
す
。

―
―
ボ
ク
シ
ン
グ
の
魅
力

高
橋
：
よ
く
聞
か
れ
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
の

時
に
回
答
し
て
い
る
の
は
１
試
合
に
か
け
る

準
備
時
間
の
長
さ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
他
の

団
体
競
技
だ
と
毎
週
練
習
試
合
が
あ
る
け

ど
、
ボ
ク
シ
ン
グ
は
あ
る
１
試
合
に
向
け
て

（
対
戦
相
手
を
）
分
析
を
重
ね
て
過
酷
な
減

量
や
調
整
に
入
る
と
い
う
そ
の
過
酷
さ
が
生

み
出
す
ド
ラ
マ
性
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
﨑
：
い
い
で
す
ね
！
私
は
、
殴
り
合
い
だ

か
ら
こ
そ
っ
て
い
う
の
が
魅
力
だ
と
思
い
ま

す
。
日
常
生
活
で
憎
し
み
あ
っ
て
な
い
人
と

殴
り
合
う
機
会
は
な
か
な
か
な
い
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
そ
れ
を
や
る
の
が
格
闘
技
で
、
特

に
ボ
ク
シ
ン
グ
は
拳
し
か
な
い
か
ら
、
そ
こ

は
魅
力
か
な
と
思
い
ま
す
。

―
―
ボ
ク
シ
ン
グ
部
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と

思
う
瞬
間

高
橋
：
私
は
リ
ー
グ
戦
最
終
戦
の
日
体
大
戦

が
終
わ
っ
た
後
、
同
期
が
み
ん
な
勝
っ
て
主

将
の
松
村
さ
ん
も
勝
っ
て
感
動
の
終
わ
り
を

迎
え
た
時
に
こ
の
部
活
で
良
か
っ
た
な
と
思

い
ま
し
た
。

山
﨑
：
人
と
の
巡
り
合
わ
せ
と
い
う
か
縁
と

い
う
か
、
他
の
部
活
や
他
の
大
学
の
ボ
ク
シ

ン
グ
部
の
人
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々
、
先
輩
の
方
々

な
ど
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
え
た
の
が
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
―
今
ま
で
の
早
慶
戦
で
一
番
印
象
に
残
っ

て
い
る
試
合
は
あ
り
ま
す
か
？

高
橋
：
リ
ア
ル
で
見
た
の
は
去
年
だ
け
に
な

る
ん
で
す
が
、去
年
の
李
烘
在
（
法
３
・
慶
應
）

の
優
勝
の
シ
ー
ン
が
写
真
が
た
く
さ
ん
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
一
番
記
憶
に
残
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
（
笑
）。

山
﨑
：
あ
っ
た
っ
け
、
そ
ん
な
写
真
？

高
橋
：
あ
る
ん
で
す
よ
。「
よ
っ
し
ゃ
ー
」
っ

て
い
う
や
つ
が
（
笑
）。

山
﨑
：
私
は
２
０
２
０
年
の
早
慶
戦
で
日
吉

で
や
っ
た
無
観
客
の
試
合
が
あ
っ
て
、
そ
の

時
の
主
将
の
三
輪
さ
ん
と
い
う
方
が
安
部

（
飛
雄
馬
／
環
３
・
慶
應
）
く
ん
に
負
け
た

試
合
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
三
輪
さ
ん

が
絶
対
に
勝
つ
と
思
っ
て
い
た
か
ら
負
け
た

の
が
悔
し
く
て
す
ご
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。

―
―
今
年
度
の
早
慶
戦
で
一
番
注
目
し
て
い

る
選
手
は
？

二
人
：
お
お
ー
！
（
笑
）

高
橋
：
誰
が
出
る
か
は
明
か
せ
な
い
で
す

ね
。

山
﨑
：
ま
だ
ね
、
ち
ょ
っ
と
。

二
人
：
（
笑
）

高
橋
：
伊
藤
礼
く
ん
が
ど
う
な
る
か
じ
ゃ
な

い
で
す
か
？
慶
應
は
伊
藤
礼
を
倒
し
に
い
っ

て
い
る
感
じ
が
す
る
の
で
…

山
﨑
：
今
年
も
安
部
く
ん
？

高
橋
：
そ
う
な
ん
で
す
か
ね
。
安
部
は
絶
対

に
倒
し
た
い
だ
ろ
う
し
。

山
﨑
：
あ
と
は
、
川
西
響
が
も
し
松
村
く
ん

と
対
戦
す
る
な
ら
リ
ベ
ン
ジ
を
見
た
い
な
と

思
い
ま
す
。

―
―
二
人
の
と
っ
て
早
慶
戦
と
は
？

山
﨑
：
私
は
集
大
成
で
す
。
１
年
間
の
最
後

の
試
合
で
も
あ
り
、
４
年
生
と
し
て
最
後
の

試
合
で
も
あ
る
の
で
、
早
慶
戦
は
集
大
成
で

す
。　

高
橋
：
私
は
集
大
成
は
来
年
に
残
す
と
し

て
、
今
年
は
お
祭
り
み
た
い
な
感
じ
で
楽
し

み
た
い
で
す
。
盛
り
上
げ
た
い
で
す
ね
。

―
―
早
慶
戦
へ
の
意
気
込
み

高
橋
：
新
し
い
日
吉
記
念
館
で
の
慶
應
開
催

で
、
有
観
客
で
、
７
連
覇
を
か
け
て
い
る
と

い
う
力
の
入
っ
た
試
合
な
の
で
、
皆
さ
ん
に

は
絶
対
に
勝
っ
て
も
ら
っ
て
そ
の
サ
ポ
ー
ト

と
盛
り
上
げ
が
で
き
た
ら
な
と
思
っ
て
い
ま

す
！

山
﨑
：
私
は
本
当
に
最
後
の
最
後
の
試
合
で

す
。
私
が
入
っ
て
か
ら
早
稲
田
は
慶
應
に

ず
っ
と
負
け
て
い
る
の
で
最
後
は
勝
ち
が
見

た
い
な
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
が
勝
て
る
よ

う
に
私
も
精
一
杯
で
き
た
ら
な
と
思
い
ま

す
！

―
―
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！



17

【
ボ
ク
シ
ン
グ
】
早
慶
戦
前
企
画
②

主
務
対
談
―
―
高
橋
加
帆
（
経
３
・

慶
應
女
子
）
×
山
﨑
楓
果
（
４
年
）

第
66
回
早
慶
ボ
ク
シ
ン
グ
定
期
戦
が
12
月
３

日（
土
）に
開
催
さ
れ
る
。
主
務
と
し
て
日
々

部
員
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
に
励
ん
で
い
る
高
橋

加
帆
（
経
３
・
慶
應
女
子
）
と
山
﨑
楓
果
（
４

年
）
に
主
務
と
し
て
の
や
り
が
い
や
早
慶
戦

へ
の
意
気
込
み
な
ど
を
伺
っ
た
。

―
―
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

山
﨑
：
早
稲
田
大
学
ボ
ク
シ
ン
グ
部
主
務
の

山
﨑
楓
果
で
す
。

高
橋
：
慶
應
義
塾
大
学
ボ
ク
シ
ン
グ
部
３

年
、
主
務
の
高
橋
加
帆
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
！

―
―
対
談
企
画
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
し
た

か
？

高
橋
：
待
望
で
す
よ
ね
。

二
人
：
（
笑
）

山
﨑
：
本
当
に
楽
し
み
に
し
て
ま
し
た
。

高
橋
：
去
年
松
木
（
健
太
／
令
４
年
卒
）
さ

ん
と
楓
果
さ
ん
で
対
談
を
お
願
い
し
て
い
た

ん
で
す
け
ど
、
実
現
し
な
か
っ
た
と
い
う
経

緯
が
あ
る
の
で
待
望
で
す
。

山
﨑
：
「
来
年
こ
そ
は
！
」
っ
て
言
っ
て
い

た
の
で
（
笑
）。

―
―
こ
れ
ま
で
に
面
識
や
交
流
は
あ
り
ま
す

か
？

二
人
：
一
応
あ
り
ま
す
。

高
橋
：
合
同
練
習
と
、

山
﨑
：
去
年
の
早
慶
戦
く
ら
い
か
な
。

高
橋
：
そ
う
で
す
ね
。
ち
ょ
う
ど
去
年
の
対

談
企
画
の
時
が
初
対
面
で
し
た
ね
。

山
﨑
：
そ
う
だ
ね
。

―
―
お
互
い
の
印
象

高
橋
：
ふ
わ
ふ
わ
し
て
い
る
方
だ
な
と
い
う

印
象
が
あ
り
ま
す
。
早
慶
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

合
わ
せ
て
唯
一
の
４
年
生
だ
け
ど
、
先
輩
と

し
て
壁
を
作
る
の
で
は
な
く
包
み
込
ん
で
く

れ
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

山
﨑
：
加
帆
ち
ゃ
ん
の
印
象
は
し
っ
か
り
し

て
い
る
子
だ
な
と
い
う
感
じ
。
先
輩
と
時
期

が
そ
ん
な
に
被
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
頑
張
っ
て
い
て
偉
い
な
と
思
い

ま
す
。

高
橋
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

―
―
お
互
い
の
ボ
ク
シ
ン
グ
部
の
印
象

山
﨑
：
慶
應
は
変
わ
っ
て
い
る
人
が
多
い
な

と
思
い
ま
す
ね
。

高
橋
：
選
手
が
で
す
か
？

山
﨑
：
選
手
で
す
ね
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
綺

麗
な
お
姉
さ
ん
っ
て
い
う
感
じ
で
し
っ
か
り

し
て
い
る
人
が
多
い
印
象
だ
け
ど
、
選
手
は

松
村
（
和
弥
／
総
４
・
浅
野
）
く
ん
と
か
の

印
象
が
強
く
て
、
変
わ
っ
て
い
る
人
が
多
い

の
か
な
と
（
笑
）。

高
橋
：
合
っ
て
る
と
思
い
ま
す
（
笑
）。
私

の
早
稲
田
ボ
ク
シ
ン
グ
部
の
印
象
は
、
少
人

数
で
す
ご
く
仲
良
い
印
象
で
す
。
合
同
練
習

で
早
稲
田
に
行
っ
た
時
、
練
習
中
に
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
も
含
め
て
仲
良
く
話
し
て
い
る
イ

メ
ー
ジ
で
す
。

―
―
自
分
た
ち
の
部
の
雰
囲
気
や
特
徴
は
？

高
橋
：
ま
さ
に
慶
應
は
変
わ
っ
て
い
る
人
が

多
い
で
す
ね
。
自
分
の
部
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
早
稲
田
と

比
べ
る
と
ト
ゲ
ト
ゲ
し
た
尖
っ
た
人
が
多
い

か
も
し
れ
な
い
。

山
﨑
：
早
稲
田
は
本
当
に
仲
が
良
く
て
み
ん

な
す
ご
く
良
い
子
で
、
逆
に
自
己
主
張
が
な

い
子
が
多
い
か
な
。

―
―
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事
で
一
番
大
変

だ
っ
た
こ
と

山
﨑
：
早
慶
戦
の
運
営
で
す
か
ね
。

高
橋
：
私
も
そ
う
で
す
。

山
﨑
：
早
慶
戦
は
や
る
こ
と
が
す
ご
く
多
く

て
、
ホ
ー
ム
開
催
で
大
変
だ
っ
た
な
と
。

高
橋
：
ド
タ
バ
タ
し
て
ま
し
た
ね
。
去
年
は

慶
應
側
が
有
観
客
で
や
り
た
い
と
わ
が
ま
ま

を
言
い
続
け
て
、
早
稲
田
側
を
困
ら
せ
て
い

た
と
い
う
。

二
人
：
（
笑
）

高
橋
：
あ
れ
は
早
稲
田
側
も
辛
か
っ
た
だ
ろ

う
し
、
私
も
辛
か
っ
た
っ
て
い
う
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。

二
人
：
（
笑
）

―
―
主
務
の
や
り
が
い
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
な
っ
て
い
る
こ
と

山
﨑
：
私
が
主
務
に
な
っ
た
の
は
２
年
生
の

夏
で
、
上
の
先
輩
が
い
な
か
っ
た
か
ら
、
な

し
崩
し
的
に
自
然
に
主
務
に
な
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
部
活
が
好
き
だ

か
ら
、
部
員
が
好
き
だ
か
ら
で
頑
張
れ
て
い

る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
。

高
橋
：
私
も
２
年
生
の
夏
か
ら
主
務
を
や
っ

て
い
ま
す
。
私
は
自
分
が
い
な
い
と
、
こ
の

部
活
ど
う
な
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
ろ
う
な
っ
て
い

う
ダ
メ
男
に
尽
く
し
て
い
る
感
覚
な
の
か
も

し
れ
な
い
。

二
人
：
（
笑
）
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湘
南
）
さ
ん
と
い
う
３
年
生
の
先
輩
で
す
。

そ
の
人
も
大
学
初
め
で
同
じ
高
校
の
出
身
な

の
で
、
頑
張
っ
て
引
退
す
る
ま
で
に
追
い
つ

き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
な
り
た
い
先
輩
像
は
？

後
藤
：
自
分
は
大
学
か
ら
始
め
た
の
で
ま
だ

ボ
ク
シ
ン
グ
の
こ
と
を
全
然
分
か
ら
な
い
で

す
。
先
輩
か
ら
よ
く
教
え
て
も
ら
う
ん
で
す

け
ど
、
自
分
も
先
輩
に
な
っ
た
ら
大
学
か
ら

始
め
た
子
達
に
教
え
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

鍜
治
：
僕
は
壁
が
な
い
先
輩
に
な
り
た
い
で

す
。

山
﨑
：
あ
ん
ま
り
上
下
関
係
作
り
た
く
な
い

感
じ
？

鍜
治
：
そ
う
で
す
ね
。

山
﨑
：
僕
も
同
じ
感
じ
で
す
ね
。
一
緒
に
遊

ん
だ
り
し
た
い
で
す
。

鍜
治
：
そ
う
で
す
ね
、
一
緒
に
遊
び
に
行
き

た
い
で
す
ね
。

山
岸
：
経
験
者
の
子
が
入
っ
て
き
た
ら
技
術

面
で
力
に
な
れ
る
こ
と
が
少
な
い
か
も
し
れ

な
い
の
で
、
せ
め
て
同
格
の
対
戦
相
手
で
い

ら
れ
る
よ
う
に
負
け
た
く
な
い
な
と
い
う
気

持
ち
は
あ
り
ま
す
。

―
―
好
き
な
練
習
メ
ニ
ュ
ー
、
嫌
い
な
練
習

メ
ニ
ュ
ー
は
あ
り
ま
す
か
？

後
藤
：
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
は
30
秒
の
サ
ン
ド

バ
ッ
グ
連
打
で
す
。
２
人
ず
つ
交
代
で
、
み

ん
な
で
声
を
出
し
な
が
ら
や
る
メ
ニ
ュ
ー
で

す
。
嫌
い
な
メ
ニ
ュ
ー
は
、
階
段
ダ
ッ
シ
ュ

で
す
。
単
純
に
足
が
辛
い
の
で
嫌
い
で
す
。

鍜
治
：
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
は
階
段
ダ
ッ
シ
ュ

で
す
（
笑
）。
最
初
き
つ
か
っ
た
ん
で
す
け

ど
、
要
領
掴
ん
で
い
く
う
ち
に
楽
し
く
な
っ

て
き
て
、
ラ
ン
よ
り
楽
し
い
で
す
。
嫌
い
な

メ
ニ
ュ
ー
は
ス
パ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
そ
れ
も

こ
れ
か
ら
好
き
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
な
と
思

い
ま
す
。

山
﨑
：
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
は
、
フ
リ
ー
で
す
。

ど
れ
も
あ
ん
ま
り
好
き
じ
ゃ
な
い
ん
で
嫌
い

な
メ
ニ
ュ
ー
と
言
わ
れ
る
と
挙
げ
ら
れ
な
い

で
す
（
笑
）。
基
本
嫌
い
で
す
。

山
岸
：
自
分
は
ミ
ッ
ト
打
ち
が
わ
り
と
好
き

で
す
。
当
た
っ
た
時
の
音
が
気
持
ち
い
い
の

で
楽
し
い
で
す
。
嫌
い
な
メ
ニ
ュ
ー
は
階
段

で
す
。

―
―
日
々
の
練
習
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

後
藤
：
ボ
ク
シ
ン
グ
が
好
き
な
の
で
、
今
は

ひ
た
す
ら
や
っ
て
い
る
感
じ
で
す
ね
。

鍜
治
：
試
合
に
勝
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
で

練
習
し
て
い
ま
す
。

山
﨑
：
試
合
前
は
試
合
に
勝
つ
っ
て
い
う
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
、
日
々
の
練
習
は
毎
日
や

ろ
う
と
決
め
て
継
続
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。

山
岸
：
自
分
は
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
始
め
た

同
期
が
結
構
い
る
の
で
、
同
じ
階
級
の
人
に

負
け
た
く
な
い
な
と
い
う
の
が
大
き
い
で
す

か
ね
。

―
―
オ
フ
の
日
の
過
ご
し
方

後
藤
：
月
曜
日
が
オ
フ
な
ん
で
す
け
ど
、
17

時
く
ら
い
ま
で
講
義
が
あ
っ
て
、
家
に
帰
っ

てYouTube

見
て
ま
す
。

山
﨑
：
朝
倉
未
来
の
？

後
藤
：
違
い
ま
す
（
笑
）。

鍜
治
：
め
っ
ち
ゃ
イ
ジ
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。

一
同
：
（
笑
）　

鍜
治
：
僕
も
月
曜
日
は
夕
方
ま
で
授
業
が
あ

る
の
で
、
次
の
練
習
の
た
め
に
体
を
休
め
て

い
ま
す
。

山
﨑
：
僕
は
オ
フ
は
基
本
遊
ん
で
い
た
い
の

で
、
自
転
車
漕
い
だ
り
先
輩
と
夜
に
遊
ん
だ

り
し
て
翌
日
に
少
し
き
つ
い
思
い
を
す
る
オ

フ
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

山
岸
：
山
﨑
と
か
が
あ
そ
び
に
行
っ
て
い
る

楽
し
そ
う
な
写
真
がLIN

E

に
流
れ
て
く
る

の
を
見
な
が
ら
、
自
分
は
映
画
を
見
た
り
し

て
い
ま
す
。

―
―
早
慶
戦
の
イ
メ
ー
ジ

後
藤
：
リ
ー
グ
戦
と
か
色
々
な
試
合
が
あ
る

と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
一
番
盛
り

上
が
る
の
が
早
慶
戦
か
な
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
す
。

鍜
治
：
早
稲
田
と
慶
應
の
試
合
と
い
う
こ
と

で
特
別
感
が
あ
る
の
で
、
同
じ
く
盛
り
上
が

る
か
な
と
思
い
ま
す
。

山
﨑
：12

月
に
あ
る
の
で
、
年
の
最
後
に

そ
こ
で
盛
り
上
が
っ
て
、
負
け
た
ら
引
き
ず

る
し
勝
っ
た
ら
良
い
年
で
終
わ
る
ん
だ
ろ
う

な
と
い
う
特
別
な
試
合
で
す
。

山
岸
：
今
、
慶
應
が
連
勝
し
て
い
る
と
い
う

の
は
聞
い
て
い
る
の
で
、
出
る
人
に
と
っ
て

は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か
か
る
試
合
に
な
る
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

―
―
今
年
の
早
慶
戦
で
楽
し
み
に
し
て
い
る

ポ
イ
ン
ト
や
注
目
し
て
い
る
選
手
は
？

山
岸
：
僕
は
今
３
年
生
の
安
部
（
飛
雄
馬
／

環
３
・
慶
應
）
さ
ん
で
す
。
去
年
負
け
た
人

と
試
合
を
す
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
そ
の

試
合
は
楽
し
み
に
し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
山
﨑
：
慶
應
の
ホ
ー
ム
、
日
吉
記
念
館
で
や

る
の
で
そ
こ
を
使
え
る
の
は
楽
し
み
で
す
。

後
藤
：
自
分
も
同
じ
で
、
さ
っ
き(

日
吉
記

念
館
を)

見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
す
ご
く
綺

麗
だ
っ
た
の
で
、
あ
ん
な
と
こ
ろ
で
試
合
が

で
き
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

鍜
治
：
観
客
が
い
た
方
が
盛
り
上
が
る
の

で
、
有
観
客
っ
て
い
う
の
は
一
つ
の
楽
し
み

で
す
。
早
稲
田
も
川
西
響
先
輩
が
去
年
と
同

じ
相
手
と
戦
う
ん
で
す
け
ど
、
去
年
負
け
て

す
ご
く
悔
し
が
っ
て
い
た
の
で
そ
こ
は
注
目

し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
目
標

後
藤
：
早
慶
戦
に
出
さ
せ
て
も
ら
う
の
で
、

勝
つ
こ
と
も
目
標
で
す
し
、
大
学
か
ら
始
め

た
人
に
は
負
け
た
く
な
い
な
と
い
う
気
持
ち

は
あ
り
ま
す
。

鍜
治
：
年
内
残
り
の
試
合
で
２
勝
す
る
こ
と

で
す
。
９
月
の
試
合
に
負
け
て
し
ま
っ
て
、

そ
こ
で
自
分
の
至
ら
な
さ
を
痛
感
し
た
の
で

日
々
目
標
を
持
っ
て
練
習
し
て
い
く
の
が
今

の
目
標
で
す
。

山
﨑
：
リ
ー
グ
戦
に
出
さ
せ
て
も
ら
っ
た
ん

で
す
け
ど
、
０
勝
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
来
年
の
リ
ー
グ
戦
で
勝
つ
こ
と
が
目
標
で

す
。
リ
ー
グ
戦
で
勝
利
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
早
慶
戦
に
も
繋
が
る
と
思
う
の
で
、
リ
ー

グ
戦
で
ま
ず
は
勝
ち
た
い
で
す
。

山
岸
：
今
自
分
の
階
級
に
は
３
年
生
が
い
て

今
す
ぐ
出
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
け

ど
、
も
し
怪
我
を
し
た
と
き
と
か
に
自
分
が

少
し
で
も
部
の
戦
力
に
な
れ
る
よ
う
に
と
い

う
の
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

―
―
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！
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【
ボ
ク
シ
ン
グ
】
早
慶
戦
前
企
画
③

新
入
生
対
談
―
―
山
岸
優
希
×
山
﨑
博

雄
×
後
藤
誉
雄
×
鍜
治
将
大

第
66
回
早
慶
ボ
ク
シ
ン
グ
定
期
戦
が
12
月
３

日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
の
早

慶
ボ
ク
シ
ン
グ
部
を
背
負
っ
て
い
く
存
在
で

あ
る
１
年
生
の
山
岸
優
希
（
理
１
）、
山
﨑

博
雄
（
経
１
）、
後
藤
誉
雄
（
１
年
）、
鍜
治

将
大（
１
年
）に
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
た
き
っ

か
け
や
日
々
の
練
習
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ

た
。

―
―
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
！

後
藤
：
早
稲
田
大
学
１
年
の
後
藤
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

鍜
治
：
早
稲
田
大
学
１
年
、
鍜
治
将
大
で
す
。

よ
ろ
し
く
願
い
し
ま
す
！

山
﨑
：
慶
應
１
年
の
山
﨑
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

山
岸
：
慶
應
１
年
の
山
岸
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

―
―
同
学
年
の
中
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
教
え
て
く
だ
さ
い

鍜
治
：
客
観
的
に
見
る
と
、（
後
藤
選
手
は
）

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
て
硬
い
感
じ
が
な

く
て
み
ん
な
か
ら
慕
わ
れ
て
い
る
印
象
で

す
。

後
藤
：
鍜
治
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ
ん
ま
り
弱
音

を
吐
か
ず
に
怪
我
を
し
て
も
ず
っ
と
や
っ
て

い
て
、
引
っ
張
っ
て
く
れ
る
存
在
で
す
。

山
﨑
：
僕
の
山
岸
の
イ
メ
ー
ジ
は
わ
り
と
真

面
目
で
、
階
段
と
か
で
す
ご
い
足
が
震
え
て

い
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
（
笑
）。

山
岸
：
自
分
の
山
﨑
の
イ
メ
ー
ジ
は
い
ろ
ん

な
と
こ
ろ
に
遊
び
に
行
っ
て
い
て
、
す
ご
く

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
人
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
―
新
入
生
対
談
が
行
わ
れ
る
と
聞
い
て
ど

う
思
い
ま
し
た
か
？

山
﨑
：
な
ん
で
僕
な
の
か
な
と
思
い
ま
し

た
。
早
稲
田
は
１
年
生
の
部
員
は
２
人
で
す

か
？

後
藤
：
今
増
え
て
、
５
人
で
す
。

山
﨑
：
お
ー
。
夏
か
ら
で
す
か
？
い
つ3

人

入
っ
た
ん
で
す
か
？

鍜
治
：
そ
う
で
す
ね
、
夏
と
も
う
一
人
は
最

近
入
り
ま
し
た
。

山
﨑
：
す
ご
い
で
す
ね
。
い
い
で
す
ね
！
う

ち
は
６
人
い
て
、
み
ん
な
渋
っ
て
、
僕
は
高

校
で
や
っ
て
い
た
の
で
い
け
よ
っ
て
言
わ
れ

ま
し
た
。

山
岸
：
自
分
は
真
面
目
さ
で
押
し
付
け
ら
れ

た
人
で
す
（
笑
）。

鍜
治
：
真
面
目
そ
う
で
す
も
ん
ね
。

山
﨑
：
ど
う
で
す
か
？
対
談
に
来
る
ま
で
？

一
同
：
（
笑
）

後
藤
：
慶
應
大
学
さ
ん
に
来
さ
せ
て
も
ら
う

こ
と
に
緊
張
し
て
い
ま
し
た
（
笑
）。

―
―
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
た
き
っ
か
け

後
藤
：
自
分
は
も
と
も
と
格
闘
技
を
見
る
の

が
好
き
で
、
そ
の
中
で
も
ボ
ク
シ
ン
グ
が
好

き
で
、
大
学
に
入
っ
て
や
っ
て
み
よ
う
か
な

と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

鍜
治
：
自
分
は
高
校
ま
で
格
闘
技
を
見
ず
に

育
っ
て
き
て
、
１
年
間
浪
人
し
た
時
に
朝
倉

未
来
選
手
の
動
画
を
見
て
衝
撃
を
受
け
て
、

自
分
に
も
で
き
る
の
か
な
と
思
っ
て
大
学
か

ら
始
め
ま
し
た
。

山
﨑
：
朝
倉
未
来
？

鍜
治
：
知
っ
て
ま
す
？

山
﨑
：
ち
ょ
っ
と
知
ら
な
い（
笑
）。
嘘
で
す
、

知
っ
て
ま
す
。
メ
イ
ウ
ェ
ザ
ー
に
や
ら
れ
て

ま
し
た
ね
（
笑
）。

鍜
治
：
そ
う
で
す
ね
（
笑
）。

山
﨑
：
僕
が
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
た
の
は
、

野
球
の
漫
画
の
タ
ッ
チ
で
上
杉
達
也
が
高
校

入
っ
て
一
番
最
初
に
入
っ
た
部
活
が
ボ
ク
シ

ン
グ
部
で
、
ボ
ク
シ
ン
グ
部
で
楽
し
そ
う
に

し
て
い
た
の
を
見
て
、
自
分
が
高
校
の
時
に

ふ
ら
っ
と
部
室
に
来
て
な
ん
と
な
く
入
っ

て
、
な
ん
と
な
く
今
ま
で
続
け
て
い
る
感
じ

で
す
。

山
岸
：
自
分
も
大
学
生
に
な
っ
て
ふ
ら
っ
と

見
学
に
来
て
、
そ
の
ま
ま
な
ん
と
な
く
入
っ

て
今
に
至
る
と
い
う
感
じ
で
す
。

―
―
大
学
生
活
や
大
学
で
の
ボ
ク
シ
ン
グ
生

活
は
い
か
が
で
す
か
？
　

後
藤
：
自
分
は
法
学
部
で
、
授
業
が
忙
し
い

こ
と
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
な
ん
と
か
今
の
と

こ
ろ
あ
ま
り
休
ま
ず
に
来
ら
れ
て
い
る
と
い

う
感
じ
で
す
。

鍜
治
：
自
分
は
法
学
部
ほ
ど
忙
し
く
は
な
い

ん
で
す
け
ど
、
今
の
と
こ
ろ
は
両
立
で
き
て

い
る
か
な
と
い
う
感
じ
で
す
。

山
﨑
：
僕
は
経
済
学
部
な
ん
で
す
け
ど
、
授

業
き
り
ま
く
っ
て
ま
す
ね
（
笑
）。
き
り
ま

く
っ
て
１
週
間
部
活
し
に
だ
け
日
吉
に
来
た

り
し
て
ま
す
。
で
も
単
位
落
と
さ
な
か
っ
た

ん
で
す
よ
（
笑
）。
ま
あ
そ
ん
な
感
じ
で
す
。

山
岸
：
自
分
は
理
工
学
部
な
の
で
わ
り
と
勉

強
が
大
変
で
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
な
ん
と

か
慣
れ
て
き
て
ど
う
に
か
や
っ
て
い
け
る
か

な
と
い
う
感
じ
で
す
。

―
―
お
互
い
の
部
の
イ
メ
ー
ジ
は
？

後
藤
：
慶
應
の
ボ
ク
シ
ン
グ
部
さ
ん
だ
け
で

は
な
い
ん
で
す
け
ど
、
慶
應
の
学
生
は
一
人

一
人
自
分
に
自
信
を
持
っ
て
い
る
な
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

鍜
治
：
今
の
早
稲
田
の
ボ
ク
シ
ン
グ
部
は
慶

應
さ
ん
の
ボ
ク
シ
ン
グ
部
に
比
べ
て
人
数
が

少
な
い
の
で
、
大
人
数
で
み
ん
な
励
ま
し

合
っ
て
と
い
う
の
は
憧
れ
ま
す
ね
。
も
ち
ろ

ん
（
早
稲
田
の
）
先
輩
も
素
晴
ら
し
い
ん
で

す
け
ど
。

山
﨑
：
部
室
が
地
下
に
あ
り
ま
す
よ
ね
？
電

波
悪
く
な
い
ん
で
す
か
？

後
藤
：
圏
外
で
す
（
笑
）。

山
﨑
：
圏
外
で
す
よ
ね
。
行
っ
た
時
に
繋
が

ら
な
く
て
そ
の
印
象
し
か
な
い
で
す
（
笑
）。

山
岸
：
ボ
ク
シ
ン
グ
部
に
限
ら
ず
で
す
け

ど
、
早
稲
田
は
因
縁
の
相
手
だ
と
中
高
の
頃

か
ら
刷
り
込
ま
れ
て
た
の
で
ラ
イ
バ
ル
な
の

か
な
と
勝
手
に
思
っ
て
い
ま
す
。
仲
良
く
し

ま
し
ょ
う
（
笑
）。

―
―
自
分
の
部
の
雰
囲
気
は
？

後
藤
：
さ
っ
き
鍜
治
が
言
っ
た
よ
う
に
あ
ま

り
人
数
が
多
く
な
い
の
で
、
そ
の
分
声
も
出

し
な
が
ら
み
ん
な
で
先
輩
後
輩
関
係
な
く
声

出
し
な
が
ら
や
っ
て
ま
す
。

鍜
治
：
少
な
い
か
ら
こ
そ
教
え
て
も
ら
っ
た

り
丁
寧
に
指
導
し
て
も
ら
え
た
り
、
と
い
う

の
は
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

山
﨑
：
面
白
い
先
輩
方
が
多
い
で
す
。
キ
ャ

ラ
が
立
っ
て
い
る
方
が
多
く
て
、
減
量
期
の

ス
ト
レ
ス
で
目
が
怖
い
人
も
い
る
し
、
お
酒

で
失
敗
し
ち
ゃ
う
人
も
い
る
し
…
面
白
い
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
先
輩
方
の
よ

う
に
２
年
後
自
分
も
な
る
の
か
な
と
思
っ
た

り
し
ま
す
。
キ
ャ
ラ
が
立
っ
て
い
る
の
が
良

い
と
こ
ろ
で
す
。

山
岸
：
特
に
今
の
３
年
生
は
下
の
学
年
か
ら

試
合
に
出
続
け
て
い
る
人
が
多
く
て
、
特
に

強
い
代
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
―
自
分
の
部
内
で
い
つ
か
倒
し
た
い
先
輩

は
い
ま
す
か
？

後
藤
：
自
分
は
主
将
で
す
ね
。
最
初
の
ス

パ
ー
リ
ン
グ
が
主
将
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

コ
テ
ン
パ
ン
に
や
ら
れ
た
の
で
い
つ
か
倒
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

鍜
治
：
自
分
は
今
２
年
生
の
川
西
響
先
輩
で

す
。
僕
の
中
で
、
ス
パ
ー
リ
ン
グ
を
や
っ
た

中
で
は
一
番
強
い
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
一
番
強
い
先
輩
を
目
標
に
し
て
そ

こ
に
勝
つ
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

山
﨑
：
僕
は
ま
ず
は
米
田
（
大
介
／
経
３
・

慶
應
）
さ
ん
で
す
。
同
じ
階
級
で
や
っ
て
い

る
の
で
ま
ず
は
米
田
さ
ん
を
倒
し
た
い
な
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

山
岸
：
僕
は
大
矢
（
晋
太
郎
／
理
３
・
慶
應
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アマチュアボクシングの見かた
■ 勝 敗 の き め 方 ■

 1. ポイント勝 (WP)
　勝としたジャッジの数できめる。（レフェリーは採点しない）
 2. 棄権 (ABD)
　棄権を申し出たり、セコンドがタオルを投げ入れたとき。
 3. レフリーストップコンテスト (RSC) 
　技量に格段の差があるとき、又は負傷で競技が続けられないとき。
 4. 失格 (DSQ) 勝
　反則を犯し、レフェリーから失格を宣言されたとき。
　（１回でも失格になることがある。主な反則行為の項を参照）
 5. ナックアウト (KO) 勝
　ナックダウンされた選手がレフェリーの 10 数える間に立てなかったり、競技が継続できないとき。
 6. 不戦 (WO) 勝
　相手がリングに登場しないとき。
※ノウ・コンテスト廃止。それまでのポイントで勝者を決める。

■ 得 点 の 与 え 方 ■
 1. 採点法
　10 ポイントマストシステム…各ジャッジはすべてのラウンドで優勢な競技者に 10 点、劣勢な競技者にその
度合いに応じて 9 点から 6 点の得点を与える。10 － 10 の判定はない。
 2. 採点の基準
　ジャッジは以下の条件により両競技者の価値を競規則に基づき自主的に判断する。

①ターゲットエリアへの質の高い打撃の数。
②主導権を持って競技を進めていること。
③積極的に競技を進めていること。
④技術や戦術が優勢であること。

 3. 得点の与え方
① 10 －９ 接近したラウンド
② 10 －８ 優勢に試合を進め勝者がはっきりわかるラウンド
③ 10 －７ 完全に優勢なラウンド
④ 10 －６ オーバーマッチ
※ジャッジは警告による減点を得点に反映させない。

■ 主 な 反 則 行 為 ■
 1. ベルトライン以下の加撃や足をすくったり、蹴ったり、膝で突くこと。
 2. 頭や肩、前腕、肘を衝き当てたり、喉を締めたり、または腕や肘で相手の顔を圧すること。
 3. オープングローブやグローブの内側、手首、または側面で打つこと。
 4. 相手の背部を加撃すること。
 5. ビボット　ブロー
 6. ロープを握って加撃したり、ロープの不当な利用。
 7. ライイング・オン
 8. 相撲行為をすること（とくにクリンチで）
 9. ダウン中や、立ちあがりつつある相手を加撃すること。
10. 相手の頭や胴、足をつかんだり、抱いたり、相手の腕の下に手を押し入れること。
11. 相手を引っ張ること。
12. 危険性のあるベルト以下のダッキング。
13. 攻撃を避けるための完全遮蔽や故意のダウン。
14. 競技中の非礼な挑発的言動。
15.「ブレーク」を命じられて、すぐに後退しないこと、とくに後退しないで打つこと。
16. どんな場合でもレフェリーにたいして反抗的な態度をとること。
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主 な 反 則 行 為

クラス別ウエイト	 ライトフライ級＜ LF ＞	 ～ 49kg

	 フライ級＜ F ＞	 ～ 52kg

	 バンタム級＜ B ＞	 ～ 56kg

	 ライト級＜ L ＞	 ～ 60kg

	 ライトウェルター級＜ LW ＞	 ～ 64kg

	 ウェルター級＜ W ＞	 ～ 69kg

	 ミドル級＜ M ＞	 ～ 75kg

	 ライトヘビー級＜ LH ＞	 ～ 91kg

	 ヘビー級＜ H ＞　　　　　　　　　 　91kg 超

アマチュアボクシングは選手の健康管理を厳しくチェックしています
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対抗戦組み合わせ

早 稲 田 慶 應 義 塾
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■ 場所：早稲田大学早稲田キャンパス体育館  地下 2 階ボクシング部練習場

■ 日時：毎週 土曜日 13：30～15：00

■ 対象：小学生以上

■ お申し込み：下記 お電話・ＦＡＸ又はＥ－ｍａｉｌにてお申し込み下さい。

 

ＮＮＰＰＯＯ法法人人ワワセセダダククララブブ事事務務局局

〒167-0023 東京都杉並区上井草 3-32-6 伊地知ビル 1F

℡℡：：0033--33330011--55993300 FFAAXX：：0033--33330011--55992200 EE--mmaaiill：：wwaasseeddaacclluubb__bbooxx@@yyaahhoooo..ccoo..jjpp
http://www.zh.em-net.ne.jp/~wsdc-boxing/

創創業業明治元年

早稲田 八幡鮨
〒169-0051 東京都新宿区西早稲田３−１−１
電話＆FAX(03)3203-1634
Hp http://yahatazushi.com/ Facebook も是非ご覧ください
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♦私達は税の専門家として皆様に笑顔を届けます♦

　　　　　　　　　税理士　松浪　武久

大阪府泉佐野市上町1丁目４ー１８

　～早稲田大学ボクシング部を応援します～

松松浪浪武武久久税税理理士士事事務務所所
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かかわわううちち

〒169-0051 東京都新宿区西早稲田２−３−２２
第3山武ビル１F

早稲田店０３−３２０５−４１２９
大久保店０３−３３６４−３４４５

西早稲田

かかわわううちち

〒169-0051 東京都新宿区西早稲田２−３−２２
第3山武ビル１F

早稲田店０３−３２０５−４１２９
大久保店０３−３３６４−３４４５

西早稲田

広告１／８

T E L / F A X  　３２３２－６６３５

〒169-0071 東京都新宿区戸塚町1-102-11
ニューライフ早稲田1F

TEL 03-6205-9791     FAX 03-6205-9792
mail: n.ishii@aanda.tokyo.jp

早稲田大学南門徒歩20秒 元気に営業中！
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診療科⽬内科・泌尿器科・美容外科・美容⽪膚科 
〒152-0001 
東京都⽬⿊区中央町２丁⽬１８−１４ 

最寄り駅 東急東横線・学芸⼤学駅 渋⾕から急⾏で 7 分、駅より徒歩 6 分 
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! 第66回
早慶ボクシング定期戦

平成19年卒

⽊下 隆介
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SINCE 1942   
GGlloobbaall  &&  LLooccaall  RRiisskk  MMaannaaggeemmeenntt  

企業リスク管理・保険鑑定（価額評価／損害鑑定）・3D/VR データ作成 
 

株株株株式式式式会会会会社社社社永永永永松松松松鑑鑑鑑鑑定定定定事事事事務務務務所所所所  
NNAAGGAAMMAATTSSUU  IINNCC..                                                                  ISO27001/ISMS 認証取得    

〒231-0012 横浜市中区相生町6-104-2 横浜相生町ビル9 階 TEL:045-263-8577 FAX:045-663-5177 

代表取締役 永松 一剛 （１９９１年 慶應義塾 體育會ボクシング部卒） 
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夢とゆとりをお届けいたします

創業明治 34 年横浜元町

近沢レース店

株式会社 近澤レース店　代表取締役社長　近澤 弘明
横浜市中区石川町 1-40-1　Tel.045-661-0851（代表）http://www.chikazawa-lace.com

＜近沢レース店　協賛広告＞

※サイズ：100%（146×55mm）

※刷色：BK（1c）

2011.5
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祝祝  第第６６６６回回早早慶慶ボボククシシンンググ定定期期戦戦  
 
 
      両両校校選選⼿⼿諸諸君君のの⼤⼤健健闘闘をを祈祈りりまますす  
 
 

昭和４６年卒 ⻑坂泰⾂ 
昭和４７年卒 ⻄ 史哲 四橋英児 ⼩林 博 
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東京都台東区寿３−９−３

夢とゆとりをお届けいたします

創業明治 34 年横浜元町

近沢レース店

株式会社 近澤レース店　代表取締役社長　近澤 弘明
横浜市中区石川町 1-40-1　Tel.045-661-0851（代表）http://www.chikazawa-lace.com

＜近沢レース店　協賛広告＞

※サイズ：100%（146×55mm）

※刷色：BK（1c）

2011.5

66
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祝第６２回 

早慶ボクシング定期戦 

 
       前ボクシング部長 
       顧問 
       慶應義塾大学名誉教授 

 

伊 藤 行 雄 

 

祝 第61回ボクシング早慶戦

昭和39年卒

田村榮規

昭和 39年卒

　田村榮規

62

ラーメン  どん  
営業時間：11時〜26時（月から土）	
  

11時〜22時（日）	
  
〒２２３−００６１	
  

神奈川県横浜市港北区日吉２丁目１ー８	
  
電話：０４５−５６４−１７２１	


 

 

横浜市港北区日吉本町 

      一の二十四の一 

〇四五—五六二—二九七四 

おもや
お食事処 

お好み焼き・もんじゃ

(住所)神奈川県横浜市港北区日吉本町１‐23‐12 １Ｆ

(アクセス)東急東横線/東急目黒線/横浜市営地下鉄 日吉
駅徒歩30秒。西口改札を出て、マクドナルドがある道へ

(営業時間) : 16:00～翌2:00 ・年中無休

☎045-561-6354

〒223-0052
神奈川県横浜市港北区綱島東1-6-2
TEL / 34-531-4356

和定食のファストフード
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ネパール・インド・アジアン料理

KHUKURI
クークリ

麺場 ハマトラ
日吉店

営業時間：11：00～25：00
TEL： 045-564-8618

〒 223-0062
神奈川県横浜市港北区日吉本町1-6-21

日吉黒田ビル1F

極上汁麺

らすた
RA SU TA

(営業時間)11:30～翌1:00

☎045-565-1608

神奈川県横浜市港北区日吉本町1-5-41

東急東横線「日吉駅」より徒歩４分

《クーポン》 この広告を見せて頂いた

お客様に、大盛りまたはのり無料サービス！

とんかつ、カレーライス、定食・食堂 

とらの息子 
TEL 045-561-2986 

神奈川県横浜市港北区日吉２-２-10 

 

 
 
 

横浜ラーメン
武蔵家

営業時間：⽉~⽊、⽇・祝 11:00-25:00

⾦・⼟ 11:00-26:00

場所：神奈川県横浜市港北区⽇吉本町1-3-19

アクセス：⽇吉駅徒歩2分。中央通り2つ⽬の⾓を右へ。
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祝 第 66 回
早慶ボクシング定期戦 開催

慶應義塾大学 3 年
高橋 加帆


